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■公営住宅

本市では、住宅に因窮している低所得者に対し、

低廉な家集で入居できる市営住宅の建設、建替え

並びに既存住宅の環境改善事業を実施し、これら

の維持管理にあたっているo

昭利60年度建設事業計画としては、第1種住宅

160戸、第2種住宅205戸の計365戸を建設する予

定であるo

l　市営住宅の建設

(1)新設事業

国の施策を踏まえ、住宅の質の向上と安定供

指を目指し而営住宅の建設を進めている。近年

人口の増加や世帯の細分化などに伴い市営住宅

への入居希望者も多く、未だ而民の要望に応え

るには十分とは言えない状況にあるO

したがって、今後更に、将来の住宅需要を展望

しなから総合的に市営住宅の建設を進めて行く

言十画である。

(2)建替事業

現在、市営住宅立地条件の良好な地域では、

・　　　　　　　　こ、-'蝣' '"蝣t∴

っている。このため、既存の老朽化した木造な

どの市営住宅を順次、中層耐火構造の住宅に建

替えを行い戸数の増加と居住水準の向上を図っ

ている。また、当該団地周辺の居住環境の整備

にも配慮し良好な市街地環境の形成に努めてい

る。

(3)住戸改善事業

耐火構造の市営住宅の中で、部屋が狭く設備

も不備な住宅については、実情こ即した方法で

∵二~i・'1・'V.*' -　　　　~　　　　・・I"'

準の同上を図っている0

2　市営住宅の維持管理

現在(昭利60年フ月末) 、管理している市営住

宅の総戸数は67団地、8,261戸である。これらの住

宅を維持するために必要/'d工事については、年次

計画を策定し修繕=事を行っている。
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一万、管理面(=あいては、市営住宅の使用状況

等を把握し住宅の有効使用を因っているo

■建築指導

/一一・・　-T"∴　.'I!　・　　!一・.　i-

より、それまで県で行なっていた本市の建築指導

行政を本両が引き継いだ。

本市にあける全建築物着=件数は昭和51年矧こ

8,633件の最高数値を示したが、それ以降fF々減

少傾向にあって、昭和59年度は5,125件で前年度

比では-2.S　で商ったoこれを用途別こみると、

全建築物の約78%が住宅系建築となってあり、住

宅の利用別着工状況では建築物の71.;が自分の

持家で残りは貸家建売給与住宅の順となっている。

また、工事種別では全建築物の72.;が新築とな

っている。

今日、更に特殊建築物に対する防災対策が0Ⅱば

れてあり、本而ての対応として消防と合同又は単

独でこれらに対する特別査察を年数国定期的に行

ない安全指導をしている。
`.・.'.蝣?'."・..'". !l　　、  '-　!.-I

二:I I　-一・　　二　　　　　　ご

力による建築行政協力員制度の活臥市政だより

などによる而民に対する巾広い違反防止の啓蒙活

動を行なっている。

21世紀に向けての必要課題である「活力にみち

た、住みよい街つくり」を積極的に推進させるた

めに、その-環として個々の建物がその賢として

都而景観を考慮されて建てられるように優秀建築

物表彰制度、設計時点ての建築協定の呼びかけな

どを強力に行なっているところであるD

蛸憾

豊かな人間形成を目指して
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学校教育
豊か故人彫成を辞して

人間性豊かな児童笠徒の育成と、創造的な教育

経営の推進を柱に、次のような重点施策を推進し

ている。

○郷土教育の推進

・　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　r

解と認識を深め郷土愛を育てる。

そのため、郷土学習巡横合の開催とともに研

サ・.　.　-*　　　　　　　　　　　∴;蝣・蝣　i

副読本作成の事業にも力を入れている。

○勤労教育の推進

稲作、いも頬、野菜、葉蘭、あるいは茶、シ

イタケ栽培や花壇つくりなど、地域の実情に応

じた勤労体験学習か実施されているO

現在、約80%にあたる71校が農作業を罷り入

れてあり、汗を流して働く喜びや生産の喜びを

体験し、心豊かな人間形成に資している。

○愛鳥教育の推進

シジュウカラガ而烏として制定された。

森の矧こふさわしい野鳥と自然を生かし、豊

か葛心情を育てる教育活動を進めている。
' ・・:蝣:  '　　　　　　　　　I
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青の同上普及に努めているo

o国際理解の推進

進展する国際社会に対応するために、他国の

文化・伝統を尊重し、主体的に行動できる児童

生徒の育成を目指している。

国際理解の実践校を指定L/、、東熊外国人との

交歓、児童生徒の作品交換、文通などによる交
流をしているo

o体力つくりの推進

体力つくりについては、心身ともに強健な児

童生徒の育成に努め、特に、素足の励行や部活
動の推進に力を入れているO

さらに、寒礎体力つくりを核とした研究推進

校を指定し、実践結果を全市に拡大することに

努めている。
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勤労教育(出水南小)

愛鳥教育指導者養成講習会

学校施
豊かな人屠形成をB題L/て

一-

二!
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急増を続けた児童、 /i徒教も漸く微増となり、

学校施設に対する考え方も従来の量的不足の解消

に主力を注いだ暗黙は去り、今後は21世紀の児童

生徒か学ぶ、教育学習の場にふさわしい長期的観

Lニ、.:、 、二--)^笠F'ilqi 「こ吾: Iこう工ていT¥.'.->

また、潤いのある学校生活の基礎つくりに対す

る関心も急速に高まってあり、しかも教育内容は

学力偏重主義から、ゆとりを求め、人間性を尊重

し、個性を伸ばして心身の健康つくりを重視する

全人教育の推進が要求されている。

本両もこれに応えて、すでに校含の鉄蔀化奉は

小学校98.9%、中学校98.;となり、体育館、ブ

-ルは全校が保育し、熊本再教育委員会では(財)

熊本而学校建設公社を活用しながら新設校の建

設、既設校の増・改築、不這佼害の不燃化、体

育館の増築、運動場拡張用地の敢得及び大矧真改

檎ノ木小学校
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慣=事などによりプレ-ドアップを図るとともに、

更rこ、創意と=夫を空かした多Ej的スペースを配

置した施設つくりを進めているところである。

なあ、今後は豊かな緑、美しい景観等屋外環馬

の整備にも力をいれ、人間性豊か,TJ創造性に富む

子供を育てるため学校全体の環境と有機的かつ総

合∃勺にマッチするようにより良い施設つくりの推

進に努めることにしているC

山ノ内小学校
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合Ejの著しい社会構造の変化に対応し、充実し

た而民生活を営むため、心の豊かさを求める機運

が高まり、心のふれあう地域社会の重要性が認識

され、社会教育の振矧こ市民の期待がよせられて

いる。

この期待に応え、本市では心身ともに健康な而

民の育成と、人間性豊かな風格ある教育文化都市

をめざし、社会教育施設の拡充、整備、地域公民

館(現在240館)の活動育成、地域の各種団体と逗

携して、地域リーダ-の養成に力を入れている.

市民のコミュニティ璽戒の拠点として、各地域

毎に市民センタ-を建設しているガ、身近な生涯

学習の場となる公民館を市民センターIZ併設し(

現在、中央、西臥南部、東臥龍臥託麻、幸

田、清水、秋津の9館)、市民各層の学習欲求に応

じた各種の講座、学級などを開設している。

そのほか、明るい住みよい町つくりに対する而

民の協力を願い、 /Tランティア養成のための圃座
等も実施している。

次代を担う青少年の健全育成は、家庭、学校、

地域社会#一体となって敢り組むことが大切であ

り、そのため、本市では青少年教育及び青J少年対

策を柱として、市民の理解と協力を得ながら種々

の施策を講じている。

看少琵教育にあいては、青少年団体の育成をは

じめ、子どもの自立性、自主性を矧こつけるため

の教育キャンプの実施、子ども会等のリ-ダ-の

‥　r　-'　-: ..'''"　' !'~

図るための青年教室の開設や青年リ-ダー養成講

座の開設をする一万、看年活動の拠点となる青年

会館の建設(昭和61年3月完成)を進めている。

∴　　　s ' -'.' ' ! '蝣"*.:"

戒を因るための児童育成ワラブの開設をはじめ、

看少年補導セン57-の充実、地域くるみによる胃

/少年の健全育成を図るための校区青少年健全育成
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協議会との連携を因る一万、広域的対応として、

熊本都市圏青少年健全育成連絡会の開催、家庭啓

発事業「ミニ集会.の開催などを推進している。

また、本年は国際壱午年にあたり、その記念事

業として、 「熊本而少年海洋体験の船」を実施し

" ・　∴I　' '-　蝣'-.　・.・ :

国際交流の推進を因っているo

図書館は、昭和57年度に大江地区に移転新築し、

-".'　'; ' :　　　　三:

ナーー1参考資料室、身障者福祉室、 2階には集会

室、ホール、視聴覚室を備えた近代的な施設であ

るo視聴覚室では、フイルムや映写機の貸出しを

行い、ビデオコ-チ-、リス二ンクコ-テIなど

を設け、各種機器利用の研修会を実施している.

また、古公民鋸内に図書室を設けるとともに、

工∴∴・ニ　ーミ　　　　ニ'.二I　-　-- I '

拡充を図っているO

博物館は、自然、人文、理=科学関係資料等の

収集展示のほか、 「星を見る合.など各種の教室

を開設している。

:　・1".・・　　　¥ '一・・一・.ミ　一・二　-

の規模を誇り、小中学生のための学習投映も行っ
ている。

少年海洋体験の船

一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一:こpL'∴・・ ∴.当ニ±_fV- I I-K,:

金峰山少年自然の家(みんなで作ろうこいのぼり大会)

文化
農が在人周形成を畠窟L/て

本両にあいては、熊本城をはじめ永い歴史に培

オ)れた暑くの文化遺産が大切に保全され、訪れる

蝣*".・　-　"　　;"- I, 「I相

石、徳富蘇峰、塵花など郷土ゆかりの人材の顕彰

もすすめられている。

また、近年にあいては、而民会窮、而立博物館、

・蝣-jy　　　　∴・＼　　　　　　　　　　　　　~・ I ・

二・: 、."一・'-　'" i'・・　　こ　　　・　-~. I

接する機会も増え、地域での各種文化活動もさか

んになっている。

さらに、最近は,、而百害や図書館、市民セン57

-など公共施設の建設に際し、壁画その他の美術

作品が配置され、民間建築物についても、優秀建

築物の表彰が行われるなど、まちつくりにおける

文化度の向上にも配慮がカロえられている。

このほか昭利53年に開始された「火の園まつり」

も、第8国を数え、市民の夏まつりとして定着度

を深めてあり、中国

や西ドイツとの国際

交流も年々活発にな

ってきている。

このように、本市

にあいては、先人が

残した優れた歴史と伝統を尊重しつつ、生活文化

から国際交流にわたり活発な文化活動が営まれて

あり、地域に根ざした個性ある而民文化か、さら

にその巽を高め、厚味を加えていくことが期待さ

れている。



埋め包まつlj
豊か故人顧形成をB者L/て

火の国熊本の夏を代表する「火の園まつり」は、

白年8月11 Bから133までの3日間開催されるO

この火の国まつりは、郷土に根ざし後世に残る立

派なまつりをと昭和53年から始めたもので、夏に

ふされしく夜を主体にしたものであるOなかでも

最大の呼びものは、 12Bの「おてもやん総ゐどり.

て、全国的に育苗な熊本民謡「おてもやん」と、

岩音向きにアレンジしたサンバのリスLlにあわせ

て、ゆかた、月ツピ姿の市民20,000人の踊り隊が

所狭しと踊りまくる様は壮観であるC

総おとり

13Bはフィナーレとして、下江津湖の花火大会

か催され、特に昨年から-尺玉50発を含め3,000

発の打ち上げ花火と15基の仕掛花火で、市民を楽

しませている。

この他に「音楽ノル-ド」や子倶め創作による
I　　　　　　　　　'(: ・　　　　　　　　~　・

の夏まつりなどの行事もあり、 3日間の人出88万

人と文字どおり而民総参加のまつりとして発展し

ている。

花

本市の国際交流は、日獅054年1 0月の中国桂杯市

との友好都而締結を契機として年々活矧こなって

いるO

両市長の相互訪問をはじめ、桂林而からは農業、

都而建設考察組、歌舞臥留学生、体育代表団、

・　∴　　　　　　　　　　　　I!　　'I

友好の巽、高校生、公害問題指導者、干原桜贈呈

団、経済交流団、留学生、熊本交響楽団訪中団な

どが訪桂、教育、文化、スポーツ、経済、衛生な

どの各分野にわたる幅広い友好交流が進展し、友

好都市締結5同年を経て、両市の友好協力関係は

新たな発展段階を迎えている。

また、 10数年宋白いの友情を育んできた西ドイ

ツハイデルベルワ市との交流も活発化してあり、

両市市長の相互訪問をはじめ、 「火の国まつり」

に管楽五重奏団が東熊、更には熊本而民の享によ

るミユ-ジカル「二フルト・ハイデルヘルプ」にツ

ンデル而長が再宋熊、交流の矧ま広がっているQ

今後とも広く諸外国との友好交流を進め、国際

化社会に即応した都市づくりが期待されている。

浩買ミ=≡岩a



査全体辞
書が収入周街成を甜して

体育・スボ-ツが、人間の精神的・身体的健康

の維持・増進に役立ち、さらに、自分をとりまく

人間関係を良好に保つ絶好の手段として大きく認

識され、また地域社会にあける住民の主体的人間

関係の向上と発展に大きな役割を担っているO

こV　・-　*・' ':一　一　　--. ・:

体力増強、また疏外されつつある人間性回復に体

育.ス/T-ツを通して実践する人々が増加し、そ

の内容も多様化している.

・・　　　-　I I I'

54年10円「健康都市宣言.を行い、以来両と市民

が一体となって而民-人ひとりの心身と健康と明

るく豊かな市民生活の営める街つくりを市政の一

大Ej標とし、あらゆる分野から施策を結集、その

実現を目指し、総合的な施策の推進に努めている。
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総合体育館・青年会館
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繁栄する地嚇土を目指して
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商業
東栄する彪縦会を節して

商業は、九州の中枢管理都而としての都市の特

性を背景に順調に発展してきたo特に小売業にあ

いては上通・下通・新市筒一帯の中心商店街は広

㌔.も: I-.●高架癖癖
、、＼_一　　一　1、 -~P

-:.l >売某

51.0%

75,592人
却卦小売業・飲食店
扇raawa-ni

年間販売鍍
2,054 ,395百万円

卸売業

34.7

小売業

27.E
在日売業

70.1%

下通り商店街

く県域全体を商園としている。

県内にあける本市商業の集積割合を貝ると年間

販売額で卸売業65.7%、小売業44.2%を占めてい

る。 (昭和57年商業統計)

○産業別就業人口

産業別就業人口の割合は、第1次産業9 ( 、第

2次産業20.2%、第3次産業75.5　　昭和55年国

勢調査)となってあり、商業・サ-ビス業の多い

第3次産業主導型の就業構造となっている。

商業の振興

○魅力ある商店街の形成

商店街は中心商店筒と市内の数箇所の要点にあ

る地区型商店街及び最等商品を主として販売する

近隣型商店街によって構成されているが、これら

の商店街かそれぞれの矧掌に応じた望ましい姿で

発展することを目指している。

○流通機能の拡充

本市は九州内で奇数の卸売業の集積都市として

発展してきたか、.昨芸の流通構造の変革に対して

抜本的な対応か必要とされているOこのため流通

セン5?- (流通業務団地)の建設の推進により本

市の流通機能の拡充発展を図ることとしている。

流通センターは市街地に集中している流通業務施

設を再配置することにより、流通機能の向上と都

両機能の円滑化を図るもので市南部地域に約53

haの規模で事業を実施中である。

なお、このセンタ-を拠点として二ユ-メディ

アjミユニイティ推進の-環である広域流通ネッ

トワーフを慣築する予定であるc

o地場物産の振興

伝統に育まれた優れた特産品が多数あり、これ

らの企業の振興を因るとともに、全国各地での物

産展の開催などを通して地場産品の販塔拡張を図

る。

中小企業の振興
・　　　　　　　　　∴

役割を担っているO　したがって、中小企業の振興

については、各種指導事業及び事業助成制度を実

施している。

○中小企業金融制度

本市は、独自の融資制度を設け、昭和59年度の

"-　*　　・　　　　　;・i　　　　　　　　　-　‥j

して、中小企業の経営安定に努めている。また、

制度のFI]潜化を図るため、信用保証協会へ出消毒

3億,000万円と預託金27億3,500万円を投入して

い:_^,
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